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目的

ロービジョン児童生徒の白黒反転
に対するニーズ

方法

結果

--拡大教科書に白黒反転を望む児童生徒の実態--

まとめ
・白黒反転を好む人は、256人（盲学校70人［34.1%］、弱視学級65人［34.8%］、
通常の学級121人［22.9%］）で全体の28.0%であることがわかった。

・しかし、反転を好む人は必ずしも「まぶしさ」を感じているわけでも、「まぶしさ」を感
じている人が反転を好むわけでもないことがわかった。

　2008年に教科書バリアフリー法が施行されて以降、拡大教科書の発行実績
が増加し、2012年には小中学校のほとんどすべての教科書の拡大版が出版さ
れた。拡大教科書が普及するにつれ、様々なニーズが寄せられるようになった。
その中の一つに、白黒反転があるが、どの程度のニーズがあるのか、また、どの
ような児童生徒が希望しているのかは明らかになっていない。そこで、本研究で
は、拡大教科書のユーザを対象に、白黒反転のニーズの実態を調査した。

a) 第１次調査： 2011年度に拡大教科書の無償給与を受
けている児童生徒の人数等を把握するために、全国の区
市町村教育委員会等398箇所と盲学校70校に対して
アンケート調査を送付し、ロービジョンの児童生徒の在
籍校、児童生徒の人数等を把握した。
b) 第２次調査：第1次調査で明らかになった弱視児童生
徒の在籍校すべてに対して、区市町村教育委員会等と盲
学校を介して、アンケート調査を児童生徒の担任教員に
配布し、回答を求めた。アンケートでは、視力等の視機能
、まぶしさ等の見え方、拡大教科書の利用状況、そして、
白黒反転の好み等について調査した。

図１　白黒反転の好みの
評価に用いたサンプル

（サンプル紙面を見て、
好み等の判断を求めた）

通常学級 弱視学級 盲学校 計
小学生

中学生

無回答
計

１６７

０

５２４

１４４

４２

０

１８６

８９

１２３

６

２１８

５９０

３３２

６
９２８

（人）

３５７

　第１次調査の結果、区市町村教育委員会等から331件、盲学校から70件の
回答があり、回答者が把握している拡大教科書を利用しているロービジョンの
小中学生の総数が1,158人であることがわかった。この1,158人全員に対し
て第２次調査を実施した結果、928人から有効回答が得られた（表１）。この有
効回答の中で、白黒反転を好む児童生徒は256人、「まぶしさ」を感じている
児童生徒は354人であった。白黒反転の好みと「まぶしさ」に関してクロス集
計を行った結果、白黒反転を好むからと言って、必ずしも「まぶしさ」を感じて
いるわけではないことがわかった。
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表１　対象児童生徒 表２　反転の必要性と「まぶしさ」の関係

表３　反転の必要性と「まぶしさ」の関係２ 表４　「まぶしさ」があるのに反転が不要な理由


